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問 題

幼児の仲間関係と社会性の発達が相互に関連しあうことは，多くの研究で指摘されてきた。例
えば，中澤（ ）によると，集団生活を通して次第に他者の存在を意識し始め，働きかけなが
ら遊ぶようになるとともに，自分の思いと相手に思いの違いに気づき，喧嘩を繰り返しながらと
もに遊べるようになるという。他者とのトラブルの経験を通して，重要な対人関係のスキルを学
ぶことができるのである。すなわち，仲間との交渉を通じて，他者理解が発達するとともに，自
己を客観的に理解する思考も発達することが示唆される。本研究では，仲間関係の特徴を示す指
標としてクラス内における遊び場面の被選択数を取り上げ，その程度に応じて，自己の意図を客
観的に帰属する過程が異なるか否かを検討する。
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被選択数は，その子どもの特定集団における人気度を示す。人気のある子どもは，人気が低い
子どもに比べると，頻繁に仲間を社会的に強化し，その傾向が青年期以降も続くことが考えられ
る（ ）。一方，拒否されることによって，否定的な社会的
行動が出現しやすくなる（ ）だけでなく，将来の認知面や情緒面の発達の阻害，引っ
込み思案との関連も深くなる（ ）。なぜならば，仲間から拒否される
ことによって，好ましい社会性を学習し，身につける機会そのものを失うからである。その結果，
大人になってからも，不適応行動が継続することが予想される。幼児期の人気度は，社会性の学
習を考える上で，重要な変数なのである。

（ ）によると，人気のない子どもは，他者への働きかけは多いものの，進行中の
やりとりを中断して，自分に注意を引こうとする行動が見られるなど，自己顕示欲が強かったと
いう。衝動的に自己表現し，他者への配慮に欠く行動では，他者との調和的関係の形成と維持は
期待できない（吉村， ）。人気のある幼児は，自分自身が仲間から十分に受け入れられてい
ると知覚していることから（ ），他者への配慮と同様に，自己を客観的に
捉え，自己の行為による他者への影響を正しく推論しているのだろう。 （ ）によ
ると，人の意図は，信念と願望から形成され，行為につながっていく。また， （ ）は，
信念の本質を理解している子どもは，誤信念も理解しているはずであると指摘している。すなわ
ち，人気のある幼児は，人気の低い幼児に比べると，自己の信念（あるいは誤信念）と願望およ
び意図を客観的に正しく捉えていることが予想される。
従来，人気度と社会性の発達の関係は，主に他者とのかかわりに焦点を当てたものが多かった。
他者理解が養われていない子どもは，人間関係をうまく築くことができず，不適切な知識構造が
形成され，それが不適切な情報処理・社会的行動へとつながる一連のプロセスを歩むことが，鈴
木・子安・安（ ）より示唆される。それに比べると，自己を客観的に捉えていることと仲間
関係の関連についてはあまり注目されていない。人気のない子どもには，攻撃的な傾向がみられ
（ ），成人になってからも反社会的行動の発生率が高い（ ）こと
や，逆にストレス場面から消極的に退避し（ ），将来引っ込み思案となって
いく傾向がみられる（ ）ことは，自己を客観的に捉えることが困難で
あることも一因だろう。それゆえ，人気度と自己の客観視の関係を明らかにすることは，子ども
の不適応を未然に防ぐ指導方法を考える上で，たいへん意義がある課題と思われる。そこで，本
研究では，幼児を対象に，仮想場面における自己の誤信念，信念，願望，意図に関する帰属が，
所属するクラス内の人気の程度に応じて異なるか否かを検討する。
なお，幼児の社会的地位と社会性の関係が男女間や年児間で異なることも示唆されてきた。吉
村（ ）によると，男児ではリーダーシップ，女児では協調性が，各自の人気度を規定し，そ
の傾向は 歳児に比べると， 歳児で強かった。それゆえ，人気の高い子どもが誤信念，信念，
願望，意図を正しく帰属している傾向は，女児および 歳児でみられることが予想される。
以上のことから，本研究では，次の結果を予想して，検討を進めることとする。
仮説 人気の高い子ども，高くない子どもに比べて，誤信念，信念，願望，意図を正しく帰属
し，その傾向は女児および 歳児で強い。

方 法

調査対象者
県内の私立幼稚園 歳児クラス 名（男児 名，女児 名）， 歳児クラス 名（男児 名，
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女児 名）， 歳児クラス 名（男児 名，女児 名），合計 名であった。
手 続
遊び場面における被選択数の測定 調査対象者のクラス内における人気の程度（以下，ソシオ

メトリー）を測定するため， の場面を設定し，その様子を示した絵を提示しながら，一緒
に活動したい仲間を所属クラスの中から挙げてもらった。回答は 人まで記録した。
．動物園の場面 動物園に行きました。馬さんに乗れます。（対象者の名前）が乗っているね。

（所属するクラス）の中なら，誰と一緒に乗りたいですか。
．砂場の場面 砂場にトンネルを作ろうと思い，まず山を作りました。そしてトンネルを掘

るのですが，向こう側まで掘るのは大変です。そこで反対側から友達に掘ってもらうことにしま
した。（所属するクラス）の中なら，誰と一緒にトンネルを掘りたいですか。

．乗り物ごっこの場面 乗りものごっこをします。この車には 人だけお友達が乗ることが
できます。（対象者の名前）は，（所属するクラス）の中なら，誰と一緒に乗りたいですか。
自己の意図の帰属の測定 調査対象者が，自己の意図をどのように帰属しているかを測定する
ため，子安（ ）の信念 願望シェマに関する課題を参考に，以下の の場面を設定した。
には対象者自身， には選択された 人までに含まれていない子どもの名前を入れた。
．クレヨンの場面 はクレヨンを大きい箱にしまって部屋を出ました。その後， が部

屋に入ってきて大きい箱からクレヨンを出して 人で絵を描いて遊びました。しばらく絵を描い
た後， はクレヨンを大きい箱ではなく小さい箱にしまって部屋を出ました。その後， が再
び部屋に入ってきました。クレヨンで絵を描こうと思ったからです。
．積木の場面 は積み木を小さい箱にしまって部屋を出ました。その後， が部屋に入っ

てきて，小さい箱から積み木を出して， 人で遊びました。しばらく，積み木で遊んだ後，
は積み木を小さい箱ではなく大きい箱にしまって部屋を出ました。その後， が再び部屋に入っ
てきました。積み木で遊ぼうとしたからです。
．ボールの場面 はボールを白い箱にしまって，部屋を出ました。その後， が部屋に

来てボールを出して 人で遊びました。しばらく遊んだ後， はボールを黒い箱にしまいました。
そして，部屋を出て行きました。その後， が再び部屋に入っていきました。ボールで遊ぼう
としたからです。

の場面を示した図を提示しながら，各場面について，以下の に関する質問を行っ
た。

誤信念に関する質問 はどちらの箱に取りに行くかを尋ねた。次に，子安（ ）に基づ
いて，正解なら 点，誤りなら 点と得点化を行った。

信念に関する質問 は がボールを使っていた ことを知っていたのか否かを尋ねた。
この場合， が入室したときに はいなかったことから， 知らなかった と回答した場合を正
解として 点， 知っていた と回答した場合を 点とした。
願望に関する質問 は を困らせたい と思って，別の箱に移したのか否かを質問した。

この課題には困らせる意図は含まれていないことから， 困らせたいと思った と回答した場合
を 点， 困らせるつもりはなかった と回答した場合を 点とした。

意図に関する質問 はどれくらい意地悪で移したと帰属したのかについて質問した。回答
は，意地悪の程度を 件法で示した図（吉村 ）を提示し，その番号を選択させた。この方
法では，点数が高いほど， 意地悪 と帰属したこととなる。
調査の実施
年 月上旬から中旬にかけて，幼稚園内の教室やホールを使用して個別面接による調査を
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実施した。

結 果

ソシオメトリーのグループ化
つの場面による各児の 位での被選択数に基づいて，各年児の平均値（ 歳児 ，
， 歳児 ， ， 歳児 ， ）より高いか低いかに応

じて， 群（ ）と 群（ ）に分類した。全体の平均値ではなく，各年児の平均値を分
類の基準として用いたのは，クラスの人数が異なることを考慮したからである。ただし，結果的
に，どの年児においても， 人以上から選択された者は 群に入ることで共通していた。
自己の意図の帰属におけるソシオメトリーと性別の関係
まずは，自己の意図の帰属とソシオメトリーの関係が性別に応じて異なるか否かを検討するた
めに，場面あたりの誤信念，信念，願望，意図各得点を従属変数，ソシオメトリーのグループと
性別を独立変数としたソシオメトリー（ ） 性別（ ）の二要因分散分析を行った。多重比較は
有意水準を とした の 法を用いた。
．誤信念 分散分析の結果，いずれにおいても有意差は認められなかった。
．信 念 分散分析の結果，いずれにおいても有意差は認められなかった。
願 望 分散分析の結果，ソシオメトリーの主効果が認められた（ （ ） ， ，
）。多重比較を行うと， 群（ ）が 群（ ）より有意に高かった。
意 図 分散分析の結果，性別の主効果が認められた（ （ ， ） ， ， ）。

多重比較を行うと，男児（ ）が女児（ ）より有意に高かった。
自己の意図の帰属におけるソシオメトリーと年児の関係
次に，自己の意図の帰属とソシオメトリーの関係が年児に応じて異なるか否かを検討するため
に，誤信念，信念，願望，意図各得点を従属変数，ソシオメトリーのグループと年児を独立変数
としたソシオメトリー（ ） 年児（ ）の二要因分散分析を行った。

誤信念 分散分析の結果，ソシオメトリーと年児の交互作用が認められた（ （ ， ） ，
， ， ）。単純主効果を検定するために，年児別にソシオメトリーの比

較を行うと， 歳児では 群（ ）が 群（ ）より有意に高かった（ （ ， ） ，
）。一方， 歳児では 群（ ）が 群（ ）より高い傾向がみられた（ （ ，
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） ， ）。なお， 歳児では 群（ ）と 群（ ）の間に有意差はみ
られなかった（ （ ） ， ）。
また，ソシオメトリー別に年児の比較も行うと， 群では 歳児（ ）が 歳児（ ）
より， 群では 歳児（ ）が 歳児（ ）より，それぞれ有意に高かった（ （ ，
） ， （ ） ， ）。

信 念 分散分析の結果，年児の主効果が認められた（ （ ） ， ，
）。多重比較を行うと， 歳児（ ）が 歳児（ ）より有意に高かった。

．願 望 分散分析の結果，ソシオメトリーの 群（ ）が 群（ ）より高
い傾向が認められた（ （ ） ， ）。
．意 図 分散分析の結果，いずれの有意差も認められなかった。

考 察

本研究では，幼児のクラス内における人気度に応じて，自己の意図を客観的に捉える程度が異
なるか否か，またその関係に性差や発達差があるか否かを検討した。以下では，得られた結果に
基づいて，仮説の検証に絞って考察を進めていく。
本研究の目的は，人気の高い子ども，高くない子どもに比べて，誤信念，信念，願望，意図を

正しく帰属し，その傾向は女児および 歳児で強いか否かを明らかにすることであった。このこ
とは，ソシオメトリーと性別，およびソシオメトリーと年児の交互作用を検討することで考察で
きる。本研究では，誤信念において，ソシオメトリーと年児の交互作用が認められた。しかし，
歳児の 群の誤信念得点が高いことから，仮説を支持する結果は得られなかった。
歳児では，なぜ人気のない子どもの誤信念得点が高かったのだろうか。 （ ）の

先駆的研究によれば，遊びの型は傍観，ひとり遊び，平行遊び，連合遊び，協同遊びの順に現れ
ていた。 歳児では他者との深いかかわりを経験するにいたっていないことも考えられる。つま
り，自己中心性が強く自分の遊びを前面に出して遊ぶことは，刺激的に映り，そのような遊びを
する自己中心的な子どもの人気が高まると考えられる。このように，自己を客観的に帰属できて
いない子どもに人気が集まり，帰属できている子どもの人気が低いことから，予想に反する結果
が得られたことが推察される。したがって， 歳児クラスのソシオメトリー 群の子どもたちが，
その後の被選択数も多いのか否かを縦断的に検討しなければならない。
一方， 歳児では， 歳児とは逆に， 群の誤信念得点が高い傾向にあった。この時期にな
ると，仲間とのかかわりも密になり，協調性を必要とする連合遊びや協調遊びに中心が移行する
ことが， （ ）の研究より示唆される。それゆえ，一定の目的のために一緒に遊んだり，
自分のイメージを相手と共有したりしながら遊ぶようになるだろう。すなわち，自己中心的な活
動をする子どもより，協調性のある子どもの人気が高いことが考えられる。ただし， ％水準で
の有意差は認められていない。 歳児についても，ソシオメトリーによる違いが認められなかっ
た。遊びの型の発達だけでなく，道徳性の発達の影響も推察される。今後は，可能な限り状況変
数を排除することが課題として残された。本研究で使用した課題も，妥当性と信頼性の検証，お
よびそれにともなう改善が課題となる。さらに，仮想場面を対象とした量的分析に限界があると
すれば，観察法を導入するなど，質的分析の結果と照合して追究することも求められる。
以上のことから，本研究では仮説を支持する結果は得られなかった。今後，他の方法による検

討と併せて考察していくことが，課題の つとして残された。研究方法による結果の違いが明ら
かにされれば，理論を参考にして実践に取り組む保育者にとって，自ら指導方法を創造するよう
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意識し，その具体化を目指す手がかりを得る上で意義がある。それは，保育者養成においても，
子どもを理解する多様な方法の長所と限界を理解させ，理論と実践を関連づける教授方法の具体
化を目指すためにも不可欠な課題といえる。
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